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古賀市版モビリティ・マネージメントについて 
 
 
 
■MM とは、一人一人の移動が、社会的にも個人的にも望ましい方向に自発的に変化する

ことを促す『コミュニケーション』を中心とした交通施策です。本年度、古賀市では福
岡工業大学社会環境学部上杉研究室と共同で、地域住民のふだんの交通行動や意識につ
てのアンケート調査と、そのアンケート結果に基づいた行動プランや啓発冊子、ノベル
ティの提供などを行い、バス利用の促進を図ります。 

③フィードバック法 

⑤行動プラン法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動プラン法 

 

 

 

■「直接的」に実行意識の形成を促す方法であり、「いつ、どこで、どのように行
動を変えられるか」について行動プランを事前アンケートの結果に基づき、個別
に丁寧に作成し、提供する。 

行動変容に向けたコミュニケーション  行動プランの提供 

出展：Ｆｕｋｕ-ＰＯＭＭ資料 

【行動プラン票（マップ記入方式）】 
【行動プラン票（日数記入方式）】 

マップに経路を記入 

行動目的別に日数を記入 

モビリティ・マネージメント（MM）とは 

■対象地区 舞の里 4 丁目、舞の里 5 丁目、花鶴丘 3 丁目、町川原 1 区 
■対象世帯 200 世帯（各地区 50 世帯） 
■12 月７日より協力依頼と事前アンケートを郵送 
■31 年 2 月頃より個別プラン等を回答世帯に送付予定 

平成 30 年度実施内容 


